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外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
に
お
い
て
人
口
減
少
が
問
題
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
（
以
下
、

社
人
研
）
の
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」
（
二
千
十
七
）
に
よ
る
と
、
二
千
十
七
年
時
点
で
一
億
二
千
六
百
五
十
三
万
人
で
あ

る
日
本
の
人
口
は
、
二
千
六
十
五
年
に
は
約
八
千
八
百
八
万
人
ま
で
減
少
し
、
百
年
後
に
は
約
五
千
六
十
万
人
、
二
百
年
後
に

は
約
千
三
百
八
十
万
人
ま
で
減
少
す
る
。
ま
た
、
出
生
数
が
二
千
十
六
年
に
九
十
七
万
六
千
九
百
七
十
九
人
と
な
り
百
万
を

割
っ
た
が
、
前
述
の
社
人
研
の
推
計
に
よ
る
と
、
今
後
も
出
生
数
の
減
少
の
流
れ
は
止
ま
ら
ず
、
二
千
六
十
五
年
に
は
五
十
五

万
七
千
人
、
二
千
百
十
五
年
に
は
三
十
一
万
八
千
人
ま
で
落
ち
込
む
。
安
倍
内
閣
は
、
「
希
望
出
生
率
一
・
八
」
の
実
現
を
目

標
と
し
て
い
る
が
、
人
口
維
持
に
必
要
な
合
計
特
殊
出
生
率
が
二
・
〇
七
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
た
と
え
こ
の
目
標
が
実

現
し
た
と
し
て
も
、
出
生
数
及
び
人
口
減
少
の
勢
い
は
弱
ま
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の
「
労
働
力
需
給
の
推
計
」
（
二
千
十
五
）
に
よ
る
と
、
二
千
十
四
年
に
六
千
五
百
八
十
七
万
人

い
る
労
働
人
口
が
、
ゼ
ロ
成
長
・
労
働
参
加
現
状
（
ゼ
ロ
成
長
に
近
い
経
済
状
況
の
も
と
性
・
年
齢
階
級
別
の
労
働
力
率
が
二

千
十
四
年
と
同
水
準
で
推
移
）
で
は
二
千
二
十
年
に
六
千
三
百
十
四
万
人
に
、
二
千
三
十
年
に
五
千
八
百
万
人
に
減
少
す
る
と

見
込
ま
れ
る
。
加
え
て
、
経
済
再
生
・
労
働
参
加
進
展
シ
ナ
リ
オ
（
実
質
二
％
程
度
成
長
で
若
者
・
女
性
・
高
齢
者
等
の
労
働

一



参
加
が
進
む
場
合
）
の
も
と
で
も
、
二
千
二
十
年
に
六
千
五
百
八
十
九
万
人
、
二
千
三
十
年
に
六
千
三
百
六
十
二
万
人
に
減
少

す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
労
働
力
人
口
の
減
少
は
止
め
ら
れ
な
い
。
人
口
減
少
、
お
よ
び
そ
れ
に
よ
る
労
働
力
人
口
の
減
少
は
、

経
済
成
長
の
減
速
な
ど
深
刻
な
事
態
を
も
た
ら
す
の
は
政
府
も
認
識
し
て
い
る
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
人
口

減
少
お
よ
び
労
働
力
人
口
の
減
少
に
対
す
る
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
外
国
人
労
働
者
受
入
に
つ
い
て
取
り
上
げ

る
。こ

れ
ま
で
の
「
日
本
再
興
戦
略
」
や
「
未
来
投
資
戦
略

二
千
十
七
」
に
お
い
て
も
外
国
人
材
の
活
用
や
外
国
人
受
入
環
境

の
整
備
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
も
外
国
人
労
働
者
の
受
入
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
政

府
は
千
九
百
九
十
八
年
の
第
六
次
雇
用
対
策
基
本
計
画
制
定
以
来
、
一
貫
し
て
「
高
度
人
材
は
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
単
純
労

働
者
の
受
け
入
れ
は
認
め
な
い
」
と
い
う
方
針
を
維
持
し
て
お
り
、
平
成
二
十
六
年
に
公
表
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
の
雇
用
政
策

基
本
方
針
に
お
い
て
も
高
度
人
材
の
受
入
・
活
用
を
優
先
し
、
受
け
入
れ
る
外
国
人
の
拡
大
に
慎
重
な
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ

る
。こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

単
純
労
働
者
の
受
入
れ
を
政
府
は
否
定
し
て
い
る
も
の
の
、
本
来
海
外
へ
の
技
術
移
転
、
国
際
貢
献
を
目
的
と
す
る
技
術

二



実
習
制
度
が
外
国
人
の
単
純
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
抜
け
道
に
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
平
成
二
十
九
年
に
発
表
さ
れ
た

厚
生
労
働
省
の
「
外
国
人
技
能
実
習
生
の
実
習
実
施
機
関
に
対
す
る
監
督
指
導
、
送
検
等
の
状
況
」
に
よ
る
と
、
平
成
二
十

八
年
に
監
督
指
導
を
行
っ
た
実
習
実
施
機
関
の
う
ち
、
労
働
基
準
関
係
法
令
に
違
反
し
て
い
る
の
は
七
十
・
六
％
に
も
上

り
、
現
場
で
単
純
労
働
力
と
し
て
悪
用
さ
れ
て
い
る
現
状
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を

行
っ
て
い
る
か
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
つ
も
り
か
。

二

先
述
の
よ
う
に
、
日
本
全
体
の
人
口
減
少
、
お
よ
び
労
働
力
人
口
の
減
少
は
止
め
ら
れ
な
い
流
れ
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
処

し
て
い
く
う
え
で
、
幅
広
い
分
野
で
外
国
人
労
働
者
の
受
入
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
の
「
労

働
経
済
動
向
調
査
」
に
よ
る
と
、
特
に
「
医
療
、
福
祉
」
「
建
設
業
」
に
お
け
る
人
手
不
足
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
対
し
、
政
府
は
主
に
「
医
療
、
福
祉
」
に
対
し
て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
始
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
経
済
連
携
協
定

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
を
通
し
て
受
入
を
拡
大
さ
せ
て
お
り
、
「
建
設
業
」
に
対
し
て
は
、
「
専
門
的
・
技
術
的
分
野
の
在
留
資
格
」

に
よ
る
高
度
人
材
の
受
入
で
対
処
し
て
い
る
。
た
だ
、
ど
ち
ら
も
限
定
的
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
受
入
を
進
め
る
に
は
さ
ら
な

る
施
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
分
野
を
含
め
、
幅
広
い
分
野
で
外
国
人
労
働
者
を
さ
ら
に
受
け
入
れ
る
た

め
に
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
か
、
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
の
検
討
が
あ
る
か
、
に
つ
い
て
示
し
て
い
た

三



だ
き
た
い
。
ま
た
、
特
に
「
医
療
、
福
祉
」
や
「
建
設
業
」
と
い
っ
た
幅
広
い
分
野
で
さ
ら
に
外
国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ

て
い
く
た
め
に
、
「
専
門
的
・
技
術
的
分
野
」
に
準
じ
る
新
た
な
在
留
資
格
の
設
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
か
、
に
つ
い

て
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三

幅
広
い
分
野
で
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
は
先
述
の
通
り
だ
が
、
そ
の
う
え
で
の
国
内
労

働
市
場
に
お
い
て
ど
の
分
野
で
労
働
力
の
確
保
が
困
難
か
を
判
断
す
る
基
準
・
シ
ス
テ
ム
や
業
種
・
職
種
ご
と
に
ど
の
く
ら

い
の
受
入
上
限
枠
の
設
定
を
行
う
制
度
が
現
在
日
本
に
は
な
い
。
ド
イ
ツ
、
英
国
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
国
で
は
、
該
当
す
る

制
度
と
し
て
「
労
働
市
場
テ
ス
ト
」
や
「
数
量
割
り
当
て
」
と
い
っ
た
制
度
が
あ
る
が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
制
度
を
お
く
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
に
つ
い
て
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


